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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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量子コンピュータ:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事13件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 量子ビット

IBM ibm_boston|156量子ビットでの誤り訂
正メモリと論理操作の性能
IBMは、重い六角格子上に配置された156個の超伝導量子ビット
アレイ(ibm_boston)上で、大規模な動的コンパスコードを操作
する戦略を公開しました。この研究では、約99.7%の中央値2量
子ビットゲート忠実度で、エラー訂正されたメモリとフォール
トトレラントな論理操作が実証されました。これは、モノリシッ
ク超伝導デバイスにおけるコンポーネント性能の不均一性に対
応するため、測定スケジュールを再設計することに焦点を当て
たものです。本成果は、実用的な誤り耐性量子コンピュータを
実現するための重要な進歩を意味します。

シグナル 02 | 制御スタック

Quantum Foundry Copenhagen|商用量子チッ
プ製造の稼働時期は2027年
Novo Nordisk Foundationの3億9000万ユーロの支援を受け、デ
ンマークのQuantum Foundry Copenhagenが2027年までに商
用量子チップ製造施設を稼働させる計画を発表しました。これ
に続き、富士通は錫原子をダイヤモンドフィルムに埋め込み、
1.55ケルビンで動作する世界初の稼働するダイヤモンドスピン
量子コンピューターを開発しました。

シグナル 03 | 誤り訂正

D-Waveの量子エラーアウェアネス|論理エラー
率10^-6への課題と性能
D-Waveは、量子アニーリングマシン向けに「量子エラーアウェ
アネス」技術を発表しました。この技術は、デュアルレールアー
キテクチャとリアルタイムの量子・古典制御を組み合わせるこ
とで、エラーが発生した際にその場所を特定し、効率的に対応
することで、エラー訂正に必要な物理キュービットリソースを
大幅に削減します。

シグナル 04 | システム利用

Quantinuum Helios|98量子ビットの性能と
2029年までのロードマップ
Quantinuumは、98個のバリウム量子ビットを搭載したトラッ
プドイオントラップ型量子コンピュータ「Helios」の詳細なガ
イドを公開しました。Heliosは、2量子ビットゲート忠実度
99.921%、単一量子ビット忠実度99.9975%という高い性能を誇
ります。特に、2026年9月に実証されたHelix論理操作は、物理
Cliffordゲートを4.28倍上回る性能を示し、量子エラー訂正に向
けた重要な進歩を遂げています。

編集判断

今週の経営判断は 検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性 に集中する。自社条件で関連証拠
を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで比較する.
2. 供給企業: 部品と制御系を忠実度、稼働率、校正、拡張証拠へ接続する.
3. 経営層: 誤り率、論理量子ビット、業務優位、稼働率、費用、時期.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

99.7%
A10

数値の条件

IBMは、重い六角格子上に配置された156個の超伝導量子ビットアレイ(ibm_boston)上で、大
規模な動的コンパスコードを操作する戦略を公開しました。この研究では、約99.7%の中央値2
量子ビットゲート忠実度で、エラー訂正されたメモリとフォールトトレラントな論理操作が実
証されました。これは、モノリシック超伝導デバイスにおけるコンポーネント性能の不均一性
に対応するため、測定スケジュールを再設計することに焦点を当てたものです。

3億
A06

数値の条件

Novo Nordisk Foundationの3億9000万ユーロの支援を受け、デンマークのQuantum Foundry
Copenhagenが2027年までに商用量子チップ製造施設を稼働させる計画を発表しました。これ
に続き、富士通は錫原子をダイヤモンドフィルムに埋め込み、1.55ケルビンで動作する世界初
の稼働するダイヤモンドスピン量子コンピューターを開発しました。

10分
A01

数値の条件

D-Waveは、量子アニーリングマシン向けに「量子エラーアウェアネス」技術を発表しました。
この技術は、デュアルレールアーキテクチャとリアルタイムの量子・古典制御を組み合わせる
ことで、エラーが発生した際にその場所を特定し、効率的に対応することで、エラー訂正に必
要な物理キュービットリソースを大幅に削減します。

2量子ビッ
ト

A08

数値の条件

Quantinuumは、98個のバリウム量子ビットを搭載したトラップドイオントラップ型量子コン
ピュータ「Helios」の詳細なガイドを公開しました。Heliosは、2量子ビットゲート忠実度
99.921%、単一量子ビット忠実度99.9975%という高い性能を誇ります。特に、2026年9月に実
証されたHelix論理操作は、物理Cliffordゲートを4.28倍上回る性能を示し、量子エラー訂正に
向けた重要な進歩を遂げています。

3150万
A07

数値の条件

IonQは、業界初のリアルタイム量子エラーデコーダが単一の標準CPU上で効率的に動作するこ
とを実証し、量子誤り訂正の大きな一歩を踏み出しました。このデコーダは、408個の論理量
子ビットと3150万回を超える量子操作を処理しながら、計算時間への追加はわずか0.02%に抑
えられました。同時に、Google Quantum AIチームはサーフェスコードにおける論理安定性を
3.

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

量子ビット
P01/P06

IBMは、重い六角格子上
に配置された156個の超
伝導量子ビットアレイ
(ibm_boston)上で、大
規模な動的コンパスコー
ドを操作する戦略を公
開しました。この研究
では、約99.

2

制御スタック
P02/P07

Novo Nordisk
Foundationの3億9000
万ユーロの支援を受け、
デンマークのQuantum
Foundry Copenhagen
が2027年までに商用量
子チップ製造施設を稼
働させる計画を発表し
ました。

3

誤り訂正
P03/P08

D-Waveは、量子アニー
リングマシン向けに「
量子エラーアウェアネ
ス」技術を発表しまし
た。

4

システム利用
P04/P09

Quantinuumは、98個
のバリウム量子ビット
を搭載したトラップド
イオントラップ型量子
コンピュータ「Helios」
の詳細なガイドを公開
しました。Heliosは、2
量子ビットゲート忠実
度99.921%、単一量子
ビット忠実度99.

5

用途
P05/P10

IonQは、業界初のリア
ルタイム量子エラーデ
コーダが単一の標準
CPU上で効率的に動作
することを実証し、量
子誤り訂正の大きな一
歩を踏み出しました。

各受渡しで必要な証拠

量子ビット → 制御スタック 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費用、時期.

制御スタック → 誤り訂正 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費用、時期.

誤り訂正 → システム利用 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費用、時期.

システム利用 → 用途 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費用、時期.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 誤り率、論理量子ビット、業
務優位、稼働率、費用、時期.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所

Troy Technical | 量子コンピュータ | 情報カットオフ 2026-10-09 05

プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03

P04

P05

P06

P07

P08

P09

P10

P01 IBM ibm_boston|156量子ビットでの
誤り訂正メモリと論理操作の性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P02 Quantum Foundry Copenhagen|商用
量子チップ製造の稼働時期は2027年
システム・導入 | 根拠: 商用

P03 D-Waveの量子エラーアウェアネス|論
理エラー率10^-6への課題と性能
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P04 Quantinuum Helios|98量子ビットの
性能と2029年までのロードマップ
システム・導入 | 根拠: システム

P05 IonQとGoogle|量子エラーデコーダの
実証と論理安定性3.5倍改善の成果
事業・制度・供給 | 根拠: 標準

P06 CiscoのQuantum Network
Controller|2026年展開の量子ネット性
能
システム・導入 | 根拠: 商用

P07 IonQの量子コンピュータ|2025年にゲー
ト忠実度99.99%超を実証
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P08 Quantinuum Model H2|42量子ビット
でのNMRシミュレーション精度
システム・導入 | 根拠: 提携

P09 超伝導量子プロセッサ|337量子ビット
の並列校正によるエラー率半減
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P10 SQMSセンター|超伝導量子ビットの性
能ばらつきの原因と材料の課題
事業・制度・供給 | 根拠: 指針

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 IBM ibm_boston|156量子ビットでの誤り訂正メモリと論理操作の性能

A10 | 量子ビット | 共同評価 日付未収録

FACT
IBMは、重い六角格子上に配置された156個の超伝導量子ビッ
トアレイ(ibm_boston)上で、大規模な動的コンパスコードを操
作する戦略を公開しました。この研究では、約99.7%の中央値
2量子ビットゲート忠実度で、エラー訂正されたメモリとフォー
ルトトレラントな論理操作が実証されました。これは、モノリ
シック超伝導デバイスにおけるコンポーネント性能の不均一性
に対応するため、測定スケジュールを再設計することに焦点を
当てたものです。本成果は、実用的な誤り耐性量子コンピュー
タを実現するための重要な進歩を意味します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 19/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程

P02 Quantum Foundry Copenhagen|商用量子チップ製造の稼働時期は2027年

A06 | 制御スタック | 試作 日付未収録

FACT
Novo Nordisk Foundationの3億9000万ユーロの支援を受け、
デンマークのQuantum Foundry Copenhagenが2027年までに
商用量子チップ製造施設を稼働させる計画を発表しました。こ
れに続き、富士通は錫原子をダイヤモンドフィルムに埋め込み、
1.55ケルビンで動作する世界初の稼働するダイヤモンドスピン
量子コンピューターを開発しました。ノースロップ・グラマン
は超電導量子ビットの高速・高忠実度読み出し(10ナノ秒、
99%以上)をマイクロ波なしで達成し、中国科学技術大学と
Origin Quantumは72トランズモンチップの10量子ビットで
95.74%のルーティング忠実度を持つコヒーレント量子ルーター
を構築・テストしました。これらの動きは、量子コンピューティ
ングのハードウェア開発とインフラ構築が、世界中で多様な技
術アプローチで加速していることを示しています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 D-Waveの量子エラーアウェアネス|論理エラー率10^-6への課題と性能

A01 | 誤り訂正 | 研究 日付未収録

FACT
D-Waveは、量子アニーリングマシン向けに「量子エラーアウェ
アネス」技術を発表しました。この技術は、デュアルレールアー
キテクチャとリアルタイムの量子・古典制御を組み合わせるこ
とで、エラーが発生した際にその場所を特定し、効率的に対応
することで、エラー訂正に必要な物理キュービットリソースを
大幅に削減します。同社は、1つの論理キュービットあたり100
〜200個の物理キュービットで10^-6の論理エラー率を達成でき
ると予測しており、これにより従来のアーキテクチャと比較し
て物理キュービット要件を最大10分の1に削減できる可能性が
あります。この進展は、フォールトトレラント量子コンピュー
ティングの実用化に向けた重要な一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 1/5 | 判断場所: 技術・工程

P04 Quantinuum Helios|98量子ビットの性能と2029年までのロードマップ

A08 | システム利用 | 製品採用 日付未収録

FACT
Quantinuumは、98個のバリウム量子ビットを搭載したトラッ
プドイオントラップ型量子コンピュータ「Helios」の詳細なガ
イドを公開しました。Heliosは、2量子ビットゲート忠実度
99.921%、単一量子ビット忠実度99.9975%という高い性能を
誇ります。特に、2026年9月に実証されたHelix論理操作は、物
理Cliffordゲートを4.28倍上回る性能を示し、量子エラー訂正に
向けた重要な進歩を遂げています。これは、量子システムの誤
り耐性を向上させ、将来的なスケーラブルな量子コンピュータ
実現に向けたロードマップ(2027年のSol、2029年のApollo)を
具体的に示唆するものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 IonQとGoogle|量子エラーデコーダの実証と論理安定性3.5倍改善の成果

A07 | 用途 | 共同評価 日付未収録

FACT
IonQは、業界初のリアルタイム量子エラーデコーダが単一の標
準CPU上で効率的に動作することを実証し、量子誤り訂正の大
きな一歩を踏み出しました。このデコーダは、408個の論理量
子ビットと3150万回を超える量子操作を処理しながら、計算時
間への追加はわずか0.02%に抑えられました。同時に、Google
Quantum AIチームはサーフェスコードにおける論理安定性を
3.5倍向上させ、論理エラー率をさらに20%削減し、エラー訂
正サイクルあたり1000分の1未満という記録的な低論理エラー
を達成しました。これらの成果は、実用的な耐故障性量子コン
ピューティング実現に向けた重要なマイルストーンとなります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P06 CiscoのQuantum Network Controller|2026年展開の量子ネット性能

A02 | 量子ビット | 共同評価 日付未収録

FACT
Ciscoは、分散型量子ネットワークにおける「
Entanglement-as-a-Service」を実現する研究プロトタイプ「
Quantum Network Controller」を発表しました。このソフト
ウェアは、2026年2月にニューヨーク市で展開された商用光ファ
イバー17.6kmを介し、パートナーハードウェアと連携して多
ノードエンタングルメントの分布とスワッピングを正常に調整
しました。特に注目すべきは、室温環境下で99%以上の偏波忠
実度を達成したことで、これは現在の技術水準を大きく上回る
成果です。この進展は、量子インターネットの構築に向けた重
要な一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 07-08 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 IonQの量子コンピュータ|2025年にゲート忠実度99.99%超を実証

A05 | 制御スタック | 共同評価 日付未収録

FACT
IonQは、DARPAのQuantum Benchmarking Initiative(QBI)の
最終ステージCに進出しました。これにより、IonQは2029年ま
で複数世代のSuperion量子コンピュータをDARPAの独立検証
のために提供することになります。2025年10月には、トラップ
イオン2キュービットゲートにおいて99.99%を超える忠実度を
実証し、世界記録を樹立しました。この高い忠実度は、フォー
ルトトレラント量子コンピューティング(FTQC)実現に向けた
IonQの技術的優位性を示しており、実用的な量子コンピュータ
の実現に大きく貢献するものです。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程

P08 Quantinuum Model H2|42量子ビットでのNMRシミュレーション精度

A11 | 誤り訂正 | 共同評価 日付未収録

FACT
QuantinuumはHQS Quantum Simulationsと提携し、
Quantinuum System Model H2上で量子ハードウェアを用いた
これまでで最も正確な大規模デジタルNMRシミュレーションを
発表しました。この研究では、21スピンハミルトニアンを42量
子ビットと1,400以上の2量子ビットゲートを用いてシミュレー
トし、従来の量子ハードウェアでは再現できなかった主要なス
ペクトル特徴を再現することに成功しました。この成果は、量
子化学における実用的な応用への重要な一歩を示します。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入



重点テーマ 09-10 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 超伝導量子プロセッサ|337量子ビットの並列校正によるエラー率半減

A12 | システム利用 | 試作 日付未収録

FACT
arXivに発表された論文で、大規模超伝導量子プロセッサ向けの
並列校正とドリフト耐性維持のための定量的なルールが提示さ
れました。実験結果として、GHZ状態の忠実度がノイズゼロ外
挿後に最大89.64%に達し、繰り返しコードの多数決エラーが
d=3からd=9で3桁以上削減されることが示されました。さらに、
337個の量子ビットに対して自動再校正を行うことで、平均単
一量子ビットエラー率が0.023から0.011へと半減する成果が報
告されています。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P10 SQMSセンター|超伝導量子ビットの性能ばらつきの原因と材料の課題

A09 | 用途 | 試作 日付未収録

FACT
フェルミ国立加速器研究所が主導する超伝導量子材料システム
センター(SQMS)は、22の超伝導量子デバイスと7つの特性評価
技術を用いた画期的な材料特性評価研究を実施しました。この
研究は、『Applied Physics Reviews』に掲載され、量子デバイ
スの性能、特にコヒーレンスのばらつきが材料とその構造(表面、
界面、幾何学的構造を含む)に起因することを初めて体系的に明
らかにしました。これにより、量子ビット性能の不安定性の根
本原因が特定され、将来の高性能・高信頼性量子コンピュータ
の設計と製造における材料選択とプロセス最適化の指針となり
ます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「検証可能な計算優位、誤り制御、利用可能性」
である。見出しだけで採用せず、用途と運用条件で再現できる
かを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接続する。

ACTION
30日以内に、価値ある業務を古典方式と総実行・検証コストで
比較する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 誤り率、論理量子ビット、業務
優位、稼働率、費用、時期。

編集スコア 18/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



プレイブックとロードマップ 担当 / ゲート / 成果物
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 価値ある業務を古典方式と
総実行・検証コストで比較
する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 部品と制御系を忠実度、稼
働率、校正、拡張証拠へ接
続する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 誤り率、論理量子ビッ
ト、業務優位、稼働率、費
用、時期.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし



分析対象記事一覧 1/2 正式タイトル / 元記事URL全文
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分析対象記事 | 01-07件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 D-Waveの量子エラーアウェアネス|論理エラー率10^-6への課題と
性能

https://www.dwavequantum.com/learn/blog/posts/error-awareness-the
-key-to-efficient-quantum-error-correction/

A02 CiscoのQuantum Network Controller|2026年展開の量子ネット
性能

https://blogs.cisco.com/news/quantum-networking-gets-a-control-plan
e

A03 半導体量子ドットの光子生成法|バーゼル大学らが不可弁別性90%
を達成

https://www.miragenews.com/new-method-generates-nearly-indistingu
ishable-1753637/

A04 QEMFNとは|量子エンタングルド・マルチモーダル融合ネットワー
クの構造

https://arxiv.org/html/2610.08216v1

A05 IonQの量子コンピュータ|2025年にゲート忠実度99.99%超を実証 https://www.ionq.com/blog/what-it-means-to-put-a-quantum-roadmap
-to-the-test

A06 Quantum Foundry Copenhagen|商用量子チップ製造の稼働時期
は2027年

https://quantum-brief.com/blog/

A07 IonQとGoogle|量子エラーデコーダの実証と論理安定性3.5倍改善
の成果

https://markets.businessinsider.com/news/stocks/fusion-s-prove-it-era-j
ust-delivered-a-world-first-result-1036609614

https://www.dwavequantum.com/learn/blog/posts/error-awareness-the-key-to-efficient-quantum-error-correction/
https://www.dwavequantum.com/learn/blog/posts/error-awareness-the-key-to-efficient-quantum-error-correction/
https://blogs.cisco.com/news/quantum-networking-gets-a-control-plane
https://blogs.cisco.com/news/quantum-networking-gets-a-control-plane
https://www.miragenews.com/new-method-generates-nearly-indistinguishable-1753637/
https://www.miragenews.com/new-method-generates-nearly-indistinguishable-1753637/
https://arxiv.org/html/2610.08216v1
https://www.ionq.com/blog/what-it-means-to-put-a-quantum-roadmap-to-the-test
https://www.ionq.com/blog/what-it-means-to-put-a-quantum-roadmap-to-the-test
https://quantum-brief.com/blog/
https://markets.businessinsider.com/news/stocks/fusion-s-prove-it-era-just-delivered-a-world-first-result-1036609614
https://markets.businessinsider.com/news/stocks/fusion-s-prove-it-era-just-delivered-a-world-first-result-1036609614
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分析対象記事 | 08-13件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A08 Quantinuum Helios|98量子ビットの性能と2029年までのロードマッ
プ

https://www.insidedeeptech.com/quantinuum-helios-98-qubit-trapped-i
on-full-guide/

A09 SQMSセンター|超伝導量子ビットの性能ばらつきの原因と材料の
課題

https://news.fnal.gov/2026/10/sqms-center-uncovers-material-origins-of
-variations-in-qubit-performance-through-landmark-study/

A10 IBM ibm_boston|156量子ビットでの誤り訂正メモリと論理操作の
性能

https://arxiv.org/html/2610.11658v1

A11 Quantinuum Model H2|42量子ビットでのNMRシミュレーション
精度

https://www.quantinuum.com/blog/simulating-nmr-on-a-quantum-com
puter-a-step-toward-practical-quantum-chemistry

A12 超伝導量子プロセッサ|337量子ビットの並列校正によるエラー率半
減

https://arxiv.org/html/2610.11477v1

A13 IBMとラトガース大学|リアルタイム量子フィードバック制御の実
証

https://www.rutgers.edu/news/scientists-move-step-toward-quantum-c
omputers-can-correct-their-own-mistakes

https://www.insidedeeptech.com/quantinuum-helios-98-qubit-trapped-ion-full-guide/
https://www.insidedeeptech.com/quantinuum-helios-98-qubit-trapped-ion-full-guide/
https://news.fnal.gov/2026/10/sqms-center-uncovers-material-origins-of-variations-in-qubit-performance-through-landmark-study/
https://news.fnal.gov/2026/10/sqms-center-uncovers-material-origins-of-variations-in-qubit-performance-through-landmark-study/
https://arxiv.org/html/2610.11658v1
https://www.quantinuum.com/blog/simulating-nmr-on-a-quantum-computer-a-step-toward-practical-quantum-chemistry
https://www.quantinuum.com/blog/simulating-nmr-on-a-quantum-computer-a-step-toward-practical-quantum-chemistry
https://arxiv.org/html/2610.11477v1
https://www.rutgers.edu/news/scientists-move-step-toward-quantum-computers-can-correct-their-own-mistakes
https://www.rutgers.edu/news/scientists-move-step-toward-quantum-computers-can-correct-their-own-mistakes
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#02 CiscoのQuantum Network Controller｜2026年展開の量子ネット性能

#03 半導体量子ドットの光子生成法｜バーゼル大学らが不可弁別性90%を達成

#04 QEMFNとは｜量子エンタングルド・マルチモーダル融合ネットワークの構造
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#10 IBM ibm_boston｜156量子ビットでの誤り訂正メモリと論理操作の性能

#11 Quantinuum Model H2｜42量子ビットでのNMRシミュレーション精度

#12 超伝導量子プロセッサ｜337量子ビットの並列校正によるエラー率半減

#13 IBMとラトガース大学｜リアルタイム量子フィードバック制御の実証



#01 D-Waveの量子エラーアウェアネス｜論理エラー率

10^-6への課題と性能

概要

D-Waveは、量子アニーリングマシン向けに「量子エラーアウェアネス」技術を発表し

ました。この技術は、デュアルレールアーキテクチャとリアルタイムの量子・古典制御

を組み合わせることで、エラーが発生した際にその場所を特定し、効率的に対応する

ことで、エラー訂正に必要な物理キュービットリソースを大幅に削減します。同社は、

1つの論理キュービットあたり100〜200個の物理キュービットで10^-6の論理エラー

率を達成できると予測しており、これにより従来のアーキテクチャと比較して物理キ

ュービット要件を最大10分の1に削減できる可能性があります。この進展は、フォー

ルトトレラント量子コンピューティングの実用化に向けた重要な一歩となります。

公開日 2026年10月07日  D-Wave  カナダ



詳細

主要成果

D-Waveは、その量子アニーリングマシン向けに「量子エラーアウェアネス」と呼ばれ

る画期的な技術を発表しました。この技術は、デュアルレールアーキテクチャとリアル

タイムの量子・古典制御を統合することで、エラー発生時にその場所を正確に特定し、

効率的に対応することを可能にします。これにより、フォールトトレラント量子コンピ

ューティングを実現するために必要とされる物理キュービットのリソースを、従来のア

プローチと比較して最大10分の1に削減できると見込まれています。

技術・臨床詳細

「量子エラーアウェアネス」は、各キュービット情報を冗長的に2つの物理キュービッ

トにエンコードするデュアルレールアーキテクチャを採用しています。これにより、片

方のキュービットでエラーが発生しても、もう片方で検出・訂正することが可能になり

ます。さらに、D-Waveの強みであるリアルタイムの量子・古典制御が組み合わされる

ことで、エラーがシステム全体に伝播する前に、局所的にエラーを特定し、即座に修正

するという効率的なエラー訂正プロセスが実現されます。同社は、このアプローチによ

り、わずか100〜200個の物理キュービットを1つの論理キュービットに割り当てるこ

とで、実用上非常に低い10^-6という論理エラー率を達成できると予測しています。

背景・業界文脈

量子コンピューティングにおける最大級の課題の一つは、外部ノイズやデコヒーレンス

によって引き起こされるエラーへの対処です。従来の量子エラー訂正（QEC）手法は、

非常に多くの物理キュービットを必要とし、実用的なフォールトトレラント量子コンピ

ュータの構築を著しく困難にしていました。D-Waveの「量子エラーアウェアネス」

は、QECの資源効率を大幅に改善するもので、物理キュービットの数を劇的に削減しな

がら高い信頼性を実現できる可能性を提示しています。これは、IBMやGoogleが開発を

進めるゲートモデル量子コンピュータのエラー訂正アプローチとは異なる、量子アニー

リングに特化した革新的な解決策と言えます。



今後の展望

D-Waveのこの新技術は、フォールトトレラント量子コンピューティングの実用化を大

幅に加速させる可能性を秘めています。物理キュービットの要件が大幅に減少すること

で、より少ないハードウェアで大規模な、かつ信頼性の高い量子計算が可能となり、量

子アニーリングが解決できる問題の複雑さや規模が飛躍的に拡大するでしょう。これに

より、最適化問題、材料科学、金融モデリングなど、多様な産業分野における量子コン

ピューティングの応用がより現実的になります。D-Waveは、この技術をさらに発展さ

せ、次世代の量子アニーリングマシンの核となる技術として位置付けています。

元記事: https://www.dwavequantum.com/learn/blog/posts/error-awareness-the-key-to-

efficient-quantum-error-correction/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dwavequantum.com/learn/blog/posts/error-awareness-the-key-to-efficient-quantum-error-correction/
https://www.dwavequantum.com/learn/blog/posts/error-awareness-the-key-to-efficient-quantum-error-correction/


#02 CiscoのQuantum Network Controller｜2026

年展開の量子ネット性能

概要

Ciscoは、分散型量子ネットワークにおける「Entanglement-as-a-Service」を実現

する研究プロトタイプ「Quantum Network Controller」を発表しました。このソフ

トウェアは、2026年2月にニューヨーク市で展開された商用光ファイバー17.6kmを

介し、パートナーハードウェアと連携して多ノードエンタングルメントの分布とスワッ

ピングを正常に調整しました。特に注目すべきは、室温環境下で99%以上の偏波忠実

度を達成したことで、これは現在の技術水準を大きく上回る成果です。この進展は、

量子インターネットの構築に向けた重要な一歩となります。

公開日 2026年10月06日  Cisco Blogs  アメリカ



詳細

主要成果

Ciscoは、分散型量子ネットワーク全体で「Entanglement-as-a-Service」の提供を可

能にする、革新的な研究プロトタイプ「Quantum Network Controller」を発表しま

した。このCisco製ソフトウェアは、2026年2月にニューヨーク市で展開された商用通

信用光ファイバー17.6kmを介して、パートナーハードウェアとの間で多ノードエンタ

ングルメントの分布とスワッピングを正常に調整することに成功しました。この実験で

は、室温で99%以上の偏波忠実度が達成されており、量子ネットワーク技術の大きなブ

レークスルーを示しています。

技術・臨床詳細

Quantum Network Controllerは、量子ネットワークの複雑な操作を抽象化し、プロ

グラマブルなインターフェースを通じてエンタングルメントリソースを管理します。多

ノードエンタングルメント分布とスワッピングの成功は、複数の離れた量子デバイス間

で信頼性の高い量子通信リンクを確立できることを意味します。実験は、通常の商用光

ファイバー環境（地下ケーブル）で実施され、17.6kmという距離で99%以上の偏波忠

実度を維持できたことは、環境ノイズに対する堅牢性と実用化に向けた大きな可能性を

示唆しています。偏波忠実度は、量子ビットの情報の信頼性を測る重要な指標であり、

この高精度は、量子暗号通信や分散型量子コンピューティングの基盤となります。従来

の量子ネットワーク実験は、より短い距離や特殊な環境で行われることが多かったた

め、今回の成果は特に注目に値します。

背景・業界文脈

量子インターネットの構築は、次世代の通信インフラとして期待されており、超安全な

通信や分散型量子コンピューティングを可能にします。しかし、量子ビットはデリケー

トであり、長距離伝送中に容易に情報が失われるため、量子リピーターや効率的なネッ

トワークプロトコルが必要とされます。Ciscoは、ネットワーク技術における長年の専

門知識を活かし、量子レイヤーの上に制御プレーンを導入することで、既存のインター

ネットインフラを量子ネットワークへと拡張するビジョンを推進しています。今回の発

表は、Ciscoがこの分野で技術リーダーシップを発揮し、量子ネットワークの運用管理

とプログラマビリティに関する具体的な解決策を提示したことを意味します。



今後の展望

Quantum Network Controllerの成功は、量子ネットワーク技術の成熟度を一段と高

め、量子インターネットの商用化に向けた道のりを加速させるでしょう。Ciscoは、こ

のプロトタイプを基盤として、より大規模で複雑な量子ネットワークの構築を目指し、

標準化団体や研究機関との連携を強化していくと見られます。将来的に、企業や政府

は、この技術を利用して、極めて安全なデータ通信、分散型センサーネットワーク、そ

して遠隔地にある複数の量子コンピュータを連携させた大規模な量子計算などを実現で

きるようになるでしょう。この進展は、サイバーセキュリティのパラダイムを根本から

変え、新しい量子応用市場を創出する可能性を秘めています。

元記事: https://blogs.cisco.com/news/quantum-networking-gets-a-control-plane

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://blogs.cisco.com/news/quantum-networking-gets-a-control-plane


#03 半導体量子ドットの光子生成法｜バーゼル大学らが

不可弁別性90%を達成

概要

バーゼル大学、パーダーボルン大学、ルール大学ボーフムの研究者らが協力し、量子通

信に不可欠な高品質光子を生成する画期的な新手法を発表しました。彼らは半導体量

子ドットの「バイエキシトン崩壊」を利用し、90%という非常に高い不可弁別性を持

つ光子の生成に成功しました。この高不可弁別性光子は、量子通信の信頼性と効率を

飛躍的に向上させるものであり、量子インターネットの実現に向けた重要なハードウ

ェア的進展となります。この成果は、光子ベースの量子技術の限界を押し広げるもの

です。

公開日 2026年10月01日  Mirage News (Phys.org経由)  スイス/ドイツ



詳細

主要成果

バーゼル大学、パーダーボルン大学、ルール大学ボーフムの研究者からなる国際共同研

究チームが、量子通信に不可欠な「ほぼ不可弁別な」高品質光子を生成する画期的な新

手法を発表しました。この手法は、半導体量子ドットにおける「バイエキシトン崩壊」

を利用するもので、生成された光子は90%という非常に高い不可弁別性を達成していま

す。

技術・臨床詳細

量子通信や光子ベースの量子コンピューティングでは、各光子が他の光子と区別できな

い（不可弁別である）ことが極めて重要です。不可弁別な光子を用いることで、二つの

光子を互いに干渉させ、複雑な量子論理ゲートやエンタングルメント操作を実行するこ

とが可能になります。研究チームは、III-V族半導体であるガリウムヒ素（GaAs）量子ド

ットを特別に設計し、その中で励起子とバイエキシトン状態を生成・制御しました。バ

イエキシトン状態が崩壊する際に放出される光子を精密に収集することで、90%という

前例のない高い不可弁別性を持つ光子対の生成に成功しました。この精度は、既存の光

子源が抱える大きな課題を克服するものであり、量子通信におけるエラー率を大幅に低

減し、信号品質を向上させることに貢献します。

背景・業界文脈

量子通信、特に量子鍵配送（QKD）や量子インターネットの構築には、信頼性が高

く、大量の不可弁別な単一光子源が不可欠です。従来の光子源は、光子の不可弁別性や

生成効率、あるいはその両方に課題を抱えており、量子システムの性能向上を妨げてい

ました。今回の成果は、このボトルネックを解消する可能性を秘めています。半導体量

子ドットは、小型化、集積化、そして安定した光子生成の点で有利であり、既存の半導

体製造技術との互換性も高いため、将来的な量子デバイスの実用化に大きく貢献すると

期待されています。



今後の展望

この新しい光子生成手法は、量子通信分野に革命をもたらす可能性を秘めています。

90%という高不可弁別性は、量子通信ネットワークの安全性とスループットを飛躍的に

向上させ、より堅牢なQKDシステムや真の量子インターネットの実現を加速するでしょ

う。また、光子ベースの量子コンピューティングにおいても、より信頼性の高い量子論

理ゲートの実装を可能にし、フォトニック量子回路の複雑性を高めることができます。

研究チームは、この技術をさらに最適化し、室温での運用やさらなる高効率化を目指し

ており、将来的にはスマートフォンやIoTデバイスにも組み込まれるような、ユビキタス

な量子通信システムの実現へと繋がるかもしれません。

元記事: https://www.miragenews.com/new-method-generates-nearly-indistinguishable-

1753637/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.miragenews.com/new-method-generates-nearly-indistinguishable-1753637/
https://www.miragenews.com/new-method-generates-nearly-indistinguishable-1753637/


#04 QEMFNとは｜量子エンタングルド・マルチモーダ

ル融合ネットワークの構造

概要

この学術論文は、訓練可能なエンタングルメントを通じてリソース効率の高いハイブ

リッド視覚言語融合を実現する「量子エンタングルド・マルチモーダル融合ネットワ

ーク（QEMFN）」を提案しています。QEMFNは、コンパクトな量子回路内で融合挙

動を集中させることで、キュービット数、回路深度、測定されるオブザーバブル数と

いった量子リソースメトリックを用いて計算構造を明示的に分析できるという実用的

な利点を提供します。このフレームワークは、マルチモーダルAIの分野における量子機

械学習の新たな可能性を開拓します。

公開日 2026年10月06日  arXiv  不明



詳細

主要成果

学術論文で提案された「量子エンタングルド・マルチモーダル融合ネットワーク

（QEMFN）」は、訓練可能なエンタングルメントを活用することで、リソースを意識し

たハイブリッド視覚言語融合を実現する新しいフレームワークです。この革新的なアプ

ローチは、マルチモーダル人工知能（AI）システムにおけるデータ融合の効率と分析可

能性を大幅に向上させます。

技術詳細

QEMFNの核心は、コンパクトな量子回路内に融合挙動を集中させる能力にありま

す。これにより、キュービット数、回路深度、測定されるオブザーバブル数といっ

た、量子リソースの消費量を示すメトリックを用いて、融合プロセスの計算構造を明

示的に分析することが可能になります。この分析能力は、古典的なマルチモーダル融

合モデルでは困難でした。

「訓練可能なエンタングルメント」とは、量子回路内の量子もつれの度合いや構造

を、機械学習アルゴリズムのトレーニングプロセス中に最適化できることを意味しま

す。これにより、視覚情報と言語情報の間の複雑な相互関係を、量子力学的な原理を

利用してより効果的にモデル化できます。

このフレームワークは、画像認識、自然言語処理、そしてこれらを組み合わせたタス

ク（例えば、画像キャプション生成や視覚的質問応答）において、より少ない計算リ

ソースで高い性能を発揮する可能性を秘めています。特に、データセットが大規模か

つ複雑な場合に、古典的なモデルでは実現困難な効率性を提供することが期待されま

す。

背景・業界文脈

マルチモーダルAIは、複数のデータ形式（視覚、言語、音声など）を統合してより包括

的な理解を構築することを目指す、人工知能分野の重要なフロンティアです。しかし、

異なるモダリティ間の情報融合は計算コストが高く、効率的なモデル設計が課題でし

た。量子機械学習は、量子力学の原理、特にエンタングルメントを利用して、この情報

融合の課題に新たな解決策を提供する可能性を秘めています。



今後の展望

QEMFNの提案は、マルチモーダルAIの分野における量子機械学習の応用可能性を大き

く広げるものです。リソース効率と分析可能性の向上は、実用的な量子支援AIシステム

の開発を加速させることが期待されます。今後は、QEMFNを実世界の様々なマルチモ

ーダルデータセットに適用し、その性能とスケーラビリティをさらに検証する研究が進

められるでしょう。これにより、より高度な知覚と推論能力を持つ次世代AIシステムの

実現に貢献する可能性があります。

元記事: https://arxiv.org/html/2610.08216v1

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2610.08216v1


#05 IonQの量子コンピュータ｜2025年にゲート忠実度

99.99%超を実証

概要

IonQは、DARPAのQuantum Benchmarking Initiative（QBI）の最終ステージCに

進出しました。これにより、IonQは2029年まで複数世代のSuperion量子コンピュー

タをDARPAの独立検証のために提供することになります。2025年10月には、トラッ

プイオン2キュービットゲートにおいて99.99%を超える忠実度を実証し、世界記録を

樹立しました。この高い忠実度は、フォールトトレラント量子コンピューティング

（FTQC）実現に向けたIonQの技術的優位性を示しており、実用的な量子コンピュー

タの実現に大きく貢献するものです。

公開日 2026年10月08日  IonQ  アメリカ



詳細

主要成果

IonQは、米国国防高等研究計画局（DARPA）のQuantum Benchmarking Initiative

（QBI）の最終ステージCに進出しました。この選定により、IonQは2029年まで、同

社の複数世代にわたる「Superion」量子コンピュータをDARPAの厳格な独立検証に供

することになります。特筆すべきは、IonQが2025年10月にトラップイオン技術を用い

た2キュービットゲートで99.99%を超える忠実度を実証し、世界記録を樹立したこと

です。この成果は、フォールトトレラント量子コンピューティング（FTQC）の実現に

向けたIonQの技術的成熟度を明確に示しています。

技術・臨床詳細

QBIステージCにおける検証は、IonQの量子コンピュータの実際の性能と、そのフォー

ルトトレラント特性を評価することに重点を置きます。IonQのイオントラップ方式は、

個々の原子を操作することで量子ビットを形成し、レーザーを用いて量子ゲート操作を

行います。この方式の大きな利点は、量子ビットの高い均一性と、外部からの干渉に対

する比較的高い耐性です。

2025年10月に実証された2キュービットゲートの99.99%を超える忠実度（Fidelity）

は、量子誤り訂正を実現するために必要な閾値を大幅に上回るものです。この高い忠実

度は、量子計算におけるエラー発生率を極めて低く抑えることが可能であることを意味

し、より複雑なアルゴリズムをより信頼性高く実行するための基盤となります。

DARPAは、IonQのロードマップに沿って、今後提供されるSuperionシステムの性能を

継続的に評価し、実用規模のFTQCシステムの実現可能性を検証します。

背景・業界文脈

量子コンピューティング分野では、ノイズの多い中間規模量子（NISQ）デバイスが現

在の主流ですが、真に有用なアプリケーションにはフォールトトレラントな量子コンピ

ュータが不可欠とされています。フォールトトレラントとは、量子ビットがノイズによ

って発生する誤りを自律的に検出し、修正する能力を指します。DARPAのQBIは、この

FTQC技術の開発とベンチマーキングを加速するための国家的な取り組みであり、量子

技術における米国のリーダーシップを確固たるものにすることを目指しています。IonQ

の技術的進歩は、イオントラップ方式がFTQC実現に向けた最も有望なアプローチの一

つであることを示唆しています。



今後の展望

QBIステージCへのIonQの参加は、同社の技術が国家安全保障と先進科学計算の最前線

で評価される機会を提供します。2029年までの継続的な検証は、IonQがFTQCロード

マップを着実に実行していることを証明する重要なプロセスとなります。トラップイオ

ン技術の高いゲート忠実度は、大規模な量子誤り訂正符号の実装を現実的なものにし、

将来的には、新薬や新素材の発見、複雑な最適化問題の解決、暗号解読など、広範な分

野での量子優位性の達成に貢献すると期待されます。この成果は、量子コンピューティ

ングの商業化と実用化を加速させる上で、業界全体にポジティブな影響を与えるでしょ

う。

元記事: https://www.ionq.com/blog/what-it-means-to-put-a-quantum-roadmap-to-the-test

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ionq.com/blog/what-it-means-to-put-a-quantum-roadmap-to-the-test


#06 Quantum Foundry Copenhagen｜商用量子チ

ップ製造の稼働時期は2027年

概要

Novo Nordisk Foundationの3億9000万ユーロの支援を受け、デンマークの

Quantum Foundry Copenhagenが2027年までに商用量子チップ製造施設を稼働さ

せる計画を発表しました。これに続き、富士通は錫原子をダイヤモンドフィルムに埋

め込み、1.55ケルビンで動作する世界初の稼働するダイヤモンドスピン量子コンピュ

ーターを開発しました。ノースロップ・グラマンは超電導量子ビットの高速・高忠実

度読み出し（10ナノ秒、99%以上）をマイクロ波なしで達成し、中国科学技術大学と

Origin Quantumは72トランズモンチップの10量子ビットで95.74%のルーティング

忠実度を持つコヒーレント量子ルーターを構築・テストしました。これらの動きは、

量子コンピューティングのハードウェア開発とインフラ構築が、世界中で多様な技術

アプローチで加速していることを示しています。

公開日 2026年10月03日  Quantum Zeitgeist Blog  デンマーク



詳細

主要成果

デンマークのQuantum Foundry Copenhagenは、Novo Nordisk Foundationから3

億9000万ユーロ（約600億円）の巨額な資金支援を受け、2027年までに商用量子チッ

プ製造施設の稼働を目指す計画を発表しました。この動きは、量子コンピューティング

の産業化に向けた欧州の重要な一歩となります。また、富士通は、錫原子をダイヤモン

ドフィルムに埋め込み、フォトニック導波路に接合することで、1.55ケルビンという極

低温で動作する世界初の稼働するダイヤモンドスピン量子コンピューターのプロトタイ

プを発表しました。さらに、ノースロップ・グラマンの研究者たちは、マイクロ波を使

用せずに超電導量子ビットをわずか10ナノ秒で読み出すことに成功し、99%以上の高

い忠実度を達成。中国科学技術大学とOrigin Quantumの研究者チームは、Originの72

トランズモンWukongチップの10量子ビットを用いて、バケットブリゲード量子ランダ

ムアクセスメモリ用のコヒーレント量子ルーターを構築・テストし、単一ルーターで

95.74%のルーティング忠実度を実証しました。

技術・臨床詳細

Quantum Foundry Copenhagenの商用製造施設は、欧州における量子チップ供給の

安定化とイノベーション加速に貢献します。富士通が開発したダイヤモンドスピン量子

コンピューターは、ダイヤモンドの窒素空孔中心（NVセンター）を利用するアプロー

チとは異なり、錫原子を量子ビットとして用いることで、より安定した量子状態と光フ

ァイバーとの親和性を実現しています。1.55ケルビンという比較的高い動作温度は、冷

却システムの簡素化に繋がり、実用化へのハードルを下げます。ノースロップ・グラマ

ンの超電導量子ビット読み出し技術は、マイクロ波を使わないことでシステムの複雑性

を低減し、読み出し時間の劇的な短縮（10ナノ秒）と高忠実度（99%以上）を両立さ

せており、将来の誤り耐性量子コンピューターにおける基盤技術として期待されます。

中国の研究チームによるコヒーレント量子ルーターは、複数の量子ビット間での情報転

送を効率的かつ高忠実度で行うための重要なステップであり、大規模量子コンピュータ

ーの構築に不可欠な量子相互接続技術の進展を示しています。



背景・業界文脈

量子コンピューティング分野は、ハードウェア、ソフトウェア、そして関連インフラの

あらゆる面で急速な進展を見せています。デンマークの取り組みは、ヨーロッパが量子

技術における自立性と競争力を強化しようとする広範な戦略の一環です。富士通のダイ

ヤモンドスピン量子コンピューターは、超電導やイオントラップといった主流のアプロ

ーチとは異なる固体量子ビット技術の可能性を広げ、多様な量子アーキテクチャの研究

開発競争をさらに激化させるでしょう。ノースロップ・グラマンの成果は、量子ビット

のスケーラビリティと誤り訂正に必要な高速かつ正確な制御・読み出し技術の重要性を

浮き彫りにします。中国の成果は、量子ネットワークや分散型量子コンピューティング

に向けた重要な要素技術の進展であり、国家レベルでの量子技術戦略を推進する中国の

意欲を示しています。

今後の展望

Quantum Foundry Copenhagenのような施設の稼働は、量子コンピューターの商業

化を加速させ、産業界全体に新たな応用分野を創出する可能性があります。富士通の技

術は、室温に近い環境で動作する量子コンピューターへの道を開き、冷却インフラのコ

ストと複雑さを大幅に削減することで、量子コンピューティングの普及に貢献するかも

しれません。ノースロップ・グラマンの技術は、将来の誤り耐性量子コンピューターに

おける量子ビット制御と読み出しのボトルネックを解消し、より大規模なシステム構築

を可能にするでしょう。中国の量子ルーターは、複数の量子プロセッサを連携させる分

散型量子コンピューティングや、量子インターネットの実現に向けた重要なステップと

なります。これらの技術革新は、量子コンピューティングが幅広い分野で実用的な価値

を提供するための基盤を強化し、科学研究、産業応用、国家安全保障の各方面で変革を

もたらすことが期待されます。

元記事: https://quantum-brief.com/blog/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantum-brief.com/blog/


#07 IonQとGoogle｜量子エラーデコーダの実証と論理

安定性3.5倍改善の成果

概要

IonQは、業界初のリアルタイム量子エラーデコーダが単一の標準CPU上で効率的に動

作することを実証し、量子誤り訂正の大きな一歩を踏み出しました。このデコーダ

は、408個の論理量子ビットと3150万回を超える量子操作を処理しながら、計算時間

への追加はわずか0.02%に抑えられました。同時に、Google Quantum AIチームは

サーフェスコードにおける論理安定性を3.5倍向上させ、論理エラー率をさらに20%削

減し、エラー訂正サイクルあたり1000分の1未満という記録的な低論理エラーを達成

しました。これらの成果は、実用的な耐故障性量子コンピューティング実現に向けた

重要なマイルストーンとなります。

公開日 2026年10月08日  Markets Insider (IonQ and Google Quantum AI news)  アメリ

カ



詳細

主要成果: リアルタイム量子エラーデコーダの画期的な実証と論理エラーの大幅削

減

IonQは、単一の標準CPU上で動作する業界初のリアルタイム量子エラーデコーダを実

証し、量子コンピューティングにおける誤り訂正の実用化に向けた画期的な進展を示し

ました。このシステムは、408個もの論理量子ビットと3150万回を超える量子操作

を、計算時間への追加をわずか0.02%に抑えながら処理することに成功しました。これ

に並行して、Google Quantum AIチームはサーフェスコードの誤り訂正において、論

理安定性を3.5倍向上させ、論理エラー率をさらに20%削減し、エラー訂正サイクルあ

たり1000分の1未満というこれまでの記録を更新する低論理エラーを達成しました。

これらの成果は、大規模で信頼性の高い量子コンピューターの実現可能性を大きく高め

るものです。

技術・臨床詳細: 効率的なデコーディングとサーフェスコードの性能向上

IonQのリアルタイムデコーダ: 従来、量子誤り訂正のデコーディングは計算負荷が高

く、量子操作の実行速度を低下させる要因となっていました。IonQの新たなデコー

ダは、単一CPUでリアルタイム処理を可能にすることで、このボトルネックを解消し

ました。デコーダは、物理量子ビットから発生するノイズを検出し、それを訂正する

ための最適な手順を、量子計算のごくわずかなオーバーヘッド（0.02%）で導き出し

ます。これにより、大規模な論理量子ビットを効率的に維持することが可能となりま

す。

Google Quantum AIのサーフェスコード改善: Googleの研究チームは、量子誤り

訂正の主要な手法であるサーフェスコードの性能を飛躍的に向上させました。論理安

定性の3.5倍向上は、量子情報の保持期間が大幅に延長されることを意味し、論理エ

ラー率の20%削減と1000分の1未満のエラー訂正サイクルあたりの論理エラーは、

誤り訂正の信頼性が実践レベルに近づいていることを示唆しています。これは、物理

量子ビットのノイズレベルが高くても、論理量子ビットの信頼性を高める上で極めて

重要な進展です。



背景・業界文脈: 耐故障性量子コンピューティングへの道

現在の量子コンピューターはノイズに非常に敏感であり、量子ビットがすぐに状態を失

う（デコヒーレンスする）という課題を抱えています。この問題を克服し、実用的な

「耐故障性（fault-tolerant）」量子コンピューターを構築するためには、量子誤り訂正

（QEC）が不可欠です。QECは、複数の物理量子ビットを用いて一つの安定した「論理

量子ビット」を構築し、ノイズから量子情報を保護します。しかし、QEC自体も計算リ

ソースを大量に消費し、そのリアルタイム実装は大きな技術的課題でした。今回のIonQ

とGoogleの成果は、このデコーディング効率とエラー削減の両面から、耐故障性量子

コンピューティングへの道を大きく切り開くものとして注目されています。

今後の展望: 量子優位性の次なるフェーズと実用化への加速

これらのブレークスルーは、NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）時代か

ら、より大規模で信頼性の高い量子コンピューターへの移行を加速させます。IonQのリ

アルタイムデコーダは、将来的に数千から数百万の物理量子ビットを必要とする耐故障

性システムにおいて、計算のオーバーヘッドを抑えつつ、論理量子ビットの数を効率的

にスケールアップするための基盤を提供します。Googleのサーフェスコードの進展は、

より効率的で信頼性の高い量子アルゴリズムの実行を可能にし、材料科学、創薬、金融

モデリングなどの分野での量子優位性の実証に貢献するでしょう。これらの技術は、量

子コンピューターが古典コンピューターでは不可能な複雑な問題を解決し、真の産業応

用を可能にするための不可欠なステップとなります。

元記事: https://markets.businessinsider.com/news/stocks/fusion-s-prove-it-era-just-delivered-

a-world-first-result-1036609614

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://markets.businessinsider.com/news/stocks/fusion-s-prove-it-era-just-delivered-a-world-first-result-1036609614
https://markets.businessinsider.com/news/stocks/fusion-s-prove-it-era-just-delivered-a-world-first-result-1036609614


#08 Quantinuum Helios｜98量子ビットの性能と

2029年までのロードマップ

概要

Quantinuumは、98個のバリウム量子ビットを搭載したトラップドイオントラップ型

量子コンピュータ「Helios」の詳細なガイドを公開しました。Heliosは、2量子ビット

ゲート忠実度99.921%、単一量子ビット忠実度99.9975%という高い性能を誇りま

す。特に、2026年9月に実証されたHelix論理操作は、物理Cliffordゲートを4.28倍上

回る性能を示し、量子エラー訂正に向けた重要な進歩を遂げています。これは、量子

システムの誤り耐性を向上させ、将来的なスケーラブルな量子コンピュータ実現に向

けたロードマップ（2027年のSol、2029年のApollo）を具体的に示唆するもので

す。

公開日 2026年10月07日  Inside Deep Tech  アメリカ



詳細

主要成果

Quantinuumは、98量子ビットのトラップドイオントラップ型量子コンピュータ

「Helios」において、単一量子ビットゲート忠実度99.9975%、2量子ビットゲート忠

実度99.921%という業界トップクラスの性能を達成しました。さらに、2026年9月に

は、Helios上で実行されたHelix論理操作が、物理Cliffordゲートと比較して4.28倍の性

能向上を示し、誤り訂正能力の向上に向けた重要なマイルストーンを確立しました。

技術詳細

量子ビット数とタイプ: Heliosは98個のバリウム量子ビット（Ba+）を利用してお

り、安定性と制御性において優れた特性を持つトラップドイオン方式を採用していま

す。

ゲート忠実度: 単一量子ビットゲート忠実度は99.9975%と極めて高く、2量子ビッ

トゲート忠実度も99.921%に達しています。これらの数値は、エラー率を低減し、

より複雑な量子アルゴリズムの実装を可能にする上で不可欠です。

論理操作の性能: Helix論理操作の性能が物理Cliffordゲートの4.28倍であったこと

は、量子エラー訂正の効率を大幅に改善する可能性を示唆しています。これは、物理

的なノイズから論理的な量子情報を保護する上で極めて重要です。

背景と業界文脈

現在の量子コンピュータは、外部ノイズによる量子ビットのデコヒーレンスやゲート操

作の忠実度不足といった課題に直面しています。Quantinuumのトラップドイオン技術

は、高いゲート忠実度と量子ビットの長寿命化を実現する点で有利です。同社は、Hシ

リーズプロセッサラインの進化として、2027年には「Sol」、2029年には「Apollo」と

いった次世代システムを計画しており、量子ビット数の増加と性能のさらなる向上を目

指しています。Heliosの成果は、このロードマップにおける具体的な進捗を示すもので

あり、スケーラブルで誤り耐性のある量子コンピュータの実現に向けた業界の取り組み

を牽引するものです。



今後の展望

Heliosにおける論理操作の性能向上の実証は、実用的な誤り耐性量子コンピュータへの

道を大きく切り開くものです。忠実度の高い量子操作と効果的なエラー訂正メカニズム

の組み合わせは、化学シミュレーション、材料科学、金融モデリングなど、様々な分野

で量子優位性を発揮するための基盤となります。Quantinuumの継続的なロードマップ

は、量子ハードウェアとソフトウェアの統合的な進歩を通じて、より複雑な問題を解決

できる量子システムの構築に貢献すると期待されます。

元記事: https://www.insidedeeptech.com/quantinuum-helios-98-qubit-trapped-ion-full-guide/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.insidedeeptech.com/quantinuum-helios-98-qubit-trapped-ion-full-guide/


#09 SQMSセンター｜超伝導量子ビットの性能ばらつき

の原因と材料の課題

概要

フェルミ国立加速器研究所が主導する超伝導量子材料システムセンター（SQMS）

は、22の超伝導量子デバイスと7つの特性評価技術を用いた画期的な材料特性評価研

究を実施しました。この研究は、『Applied Physics Reviews』に掲載され、量子デバ

イスの性能、特にコヒーレンスのばらつきが材料とその構造（表面、界面、幾何学的

構造を含む）に起因することを初めて体系的に明らかにしました。これにより、量子

ビット性能の不安定性の根本原因が特定され、将来の高性能・高信頼性量子コンピュ

ータの設計と製造における材料選択とプロセス最適化の指針となります。

公開日 2026年10月01日  Fermilab Newsroom  アメリカ



詳細

主要成果

超伝導量子材料システムセンター（SQMS）が実施した画期的な研究により、超伝導量

子デバイスの性能、特にコヒーレンス時間に見られるばらつきの主な原因が、使用され

る材料とその構造（表面、界面、幾何学的構造）に起因することが体系的に明らかにさ

れました。この発見は、安定した高性能量子ビットを製造するための材料科学的アプロ

ーチの重要性を浮き彫りにするものです。

技術・臨床詳細

研究規模: 本研究は、6つの主要機関にわたる共同作業として、22種類の超伝導量子

デバイスと7種類の特性評価技術を用いて実施されました。これには、様々な製造プ

ロセスや材料を用いた量子ビットが含まれています。

特定された要因: 量子ビットの性能のばらつきは、主に以下の材料関連要因に強く相

関することが判明しました。

表面品質: 量子ビットを構成する材料の表面の欠陥や不純物。

界面特性: 異なる材料が接合する部分の構造や電子状態。

幾何学的構造: 量子ビットの物理的な形状やレイアウト。

これらの要因が、量子ビットのコヒーレンス時間やゲート忠実度に直接影響を与える

ことが示されました。

測定手法: 高度な材料特性評価技術が用いられ、デバイスレベルでの性能データとミ

クロスケールでの材料特性が相関分析されました。

背景と業界文脈

超伝導量子ビットは、量子コンピュータの主要なモダリティの一つですが、その性能は

個々のデバイス間で大きく変動するという課題を抱えていました。これまでの研究で

は、製造プロセスの制御や環境ノイズの低減に焦点が当てられることが多かったです

が、SQMSの研究は、より根源的な問題である材料科学的側面からこの課題にアプロー

チしました。高性能な量子コンピュータを大規模に構築するためには、各量子ビットが

高い忠実度と安定性を持つことが不可欠であり、今回の発見は、量子ビットの設計と製

造プロセスにおける材料選定の重要性を再認識させるものです。



今後の展望

この研究結果は、将来の量子コンピュータ開発に多大な影響を与えると予想されます。

材料と量子ビット性能の間の明確な相関が確立されたことで、研究者やエンジニアは、

より予測可能で信頼性の高い量子デバイスを設計できるようになります。具体的には、

高品質な超伝導材料の開発、製造プロセスの最適化、そして欠陥の少ない界面構造の実

現に注力することで、量子ビットのコヒーレンス時間を大幅に改善し、量子エラー訂正

の実現可能性を高めることが期待されます。これは、最終的に誤り耐性を持つ大規模な

量子コンピュータの実現を加速させるための基礎を築くものです。

元記事: https://news.fnal.gov/2026/10/sqms-center-uncovers-material-origins-of-variations-

in-qubit-performance-through-landmark-study/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.fnal.gov/2026/10/sqms-center-uncovers-material-origins-of-variations-in-qubit-performance-through-landmark-study/
https://news.fnal.gov/2026/10/sqms-center-uncovers-material-origins-of-variations-in-qubit-performance-through-landmark-study/


#10 IBM ibm_boston｜156量子ビットでの誤り訂正

メモリと論理操作の性能

概要

IBMは、重い六角格子上に配置された156個の超伝導量子ビットアレイ

（ibm_boston）上で、大規模な動的コンパスコードを操作する戦略を公開しました。

この研究では、約99.7%の中央値2量子ビットゲート忠実度で、エラー訂正されたメモ

リとフォールトトレラントな論理操作が実証されました。これは、モノリシック超伝

導デバイスにおけるコンポーネント性能の不均一性に対応するため、測定スケジュー

ルを再設計することに焦点を当てたものです。本成果は、実用的な誤り耐性量子コン

ピュータを実現するための重要な進歩を意味します。

公開日 2026年10月09日  OpenReview (arXiv)  不明



詳細

主要成果

IBMの研究チームは、156個の超伝導量子ビットアレイ（IBM Quantum Heronクラス

プロセッサ、ibm_boston）上で、約99.7%という高い中央値2量子ビットゲート忠実

度を達成し、エラー訂正されたメモリとフォールトトレラントな論理操作を実証しまし

た。この画期的な成果は、モノリシック超伝導デバイスの性能不均一性に対処するた

め、大規模な動的コンパスコードと測定スケジュールの最適化に成功したものです。

技術詳細

プロセッサアーキテクチャ: 研究は、重い六角格子構造を採用した156量子ビットの

超伝導プロセッサ（ibm_boston）で行われました。この格子構造は、量子ビット間

の接続性と集積密度を高めるために設計されています。

コンパスコードの実装: 大規模な動的コンパスコードが利用されました。コンパスコ

ードは、量子情報の保護とエラー訂正のために設計された量子誤り訂正コードの一種

であり、量子ビットが直面するノイズを積極的に抑制します。

フォールトトレラントな論理操作: 99.7%の中央値2量子ビットゲート忠実度を背景

に、フォールトトレラントな論理操作が実証されました。これは、個々の物理量子ビ

ットにエラーが発生しても、論理量子ビットの情報を保護できることを意味し、実用

的な誤り耐性量子コンピュータに不可欠な機能です。

測定スケジュールの再設計: 超伝導量子ビットの性能には固有の不均一性があるた

め、研究チームはこれを克服するために測定スケジュールを再設計しました。これに

より、デバイス全体の性能を最適化し、エラー訂正の効率を高めることができまし

た。



背景と業界文脈

量子コンピュータの実用化には、量子ビットの数を増やすだけでなく、量子ビットのエ

ラーを効率的に訂正する技術が不可欠です。超伝導量子ビットは、そのスケーラビリテ

ィから有望視されていますが、各量子ビットの性能にばらつきが生じるという課題があ

ります。IBMの今回の研究は、このような内因性の不均一性に対処し、大規模システム

で実際に誤り訂正とフォールトトレランスを実現する具体的な方法を示すものです。こ

れは、NISQ（Noisy Intermediate-Scale Quantum）時代から、真に誤り耐性のある

「FTQC (Fault-Tolerant Quantum Computer)」への移行に向けた重要なステップと

なります。

今後の展望

今回のIBMの成果は、誤り耐性量子コンピュータの実現に向けたロードマップにおける

重要な進展です。99.7%という高忠実度でのエラー訂正メモリとフォールトトレラント

論理操作の実証は、より大規模で信頼性の高い量子システムを構築するための基盤を提

供します。この技術の発展は、医薬品開発、材料科学、金融モデリングなど、様々な分

野で量子コンピュータが複雑な問題を解決する能力を加速させるでしょう。測定スケジ

ュールの最適化手法は、他の量子ハードウェアプラットフォームにも応用可能であり、

量子誤り訂正技術全体の進歩に貢献すると期待されます。

元記事: https://arxiv.org/html/2610.11658v1

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2610.11658v1


#11 Quantinuum Model H2｜42量子ビットでの

NMRシミュレーション精度

概要

QuantinuumはHQS Quantum Simulationsと提携し、Quantinuum System Model

H2上で量子ハードウェアを用いたこれまでで最も正確な大規模デジタルNMRシミュ

レーションを発表しました。この研究では、21スピンハミルトニアンを42量子ビット

と1,400以上の2量子ビットゲートを用いてシミュレートし、従来の量子ハードウェア

では再現できなかった主要なスペクトル特徴を再現することに成功しました。この成

果は、量子化学における実用的な応用への重要な一歩を示します。

公開日 2026年10月08日  Quantinuum  アメリカ



詳細

主要成果

Quantinuumは、HQS Quantum Simulationsとの協力により、これまでの量子ハード

ウェア上で実施された中で「最も正確な大規模デジタル核磁気共鳴（NMR）シミュレ

ーション」を実証しました。QuantinuumのSystem Model H2量子コンピュータを使

用し、21スピンの有効ハミルトニアンを42量子ビットと1,400以上の2量子ビットゲー

トを用いてシミュレートした結果、これまでの量子ハードウェアでは再現が困難であっ

た主要なスペクトル特徴が忠実に再現されました。この成果は、実用的な量子化学計算

に向けた重要な進歩を意味します。

技術・臨床詳細

本研究では、Quantinuumのトラップドイオン型量子コンピュータSystem Model H2

の高度な性能が活用されました。H2は、高い忠実度と長いコヒーレンス時間を持つこ

とで知られ、複雑な量子回路の実行に適しています。研究チームは、NMR分光法で観測

される多体相互作用を記述する21スピンの有効ハミルトニアンを、量子コンピュータ

の量子ビットとゲート操作にマッピングしました。具体的には、42個の量子ビットと

1,400回を超える2量子ビットゲート操作を伴う大規模な量子回路を設計・実行し、分

子のNMRスペクトルをデジタル的にシミュレートしました。このシミュレーションに

より、分子のエネルギー準位間の遷移を正確に捉え、従来の古典計算では困難な複雑な

相互作用が反映されたスペクトルラインを再現することに成功しています。この精度

は、量子コンピュータが量子化学分野で実用的な価値を持つことを示す強力な証拠とな

ります。



背景・業界文脈

核磁気共鳴（NMR）分光法は、化学、生物学、医学分野において、分子の構造決定や

動態解析に不可欠なツールです。しかし、分子サイズが大きくなると、その量子状態の

複雑さから、古典コンピュータによる高精度なNMRスペクトルシミュレーションは計

算量的に困難になります。量子コンピュータは、その本質的な量子力学的特性により、

このような量子多体系のシミュレーションにおいて古典コンピュータを凌駕する潜在能

力を持つと期待されています。これまでにもNMRシミュレーションの試みはありまし

たが、大規模かつ高精度な再現は限定的でした。QuantinuumとHQS Quantum

Simulationsの協力は、学術研究と産業応用を結びつけ、量子化学の最前線を押し広げ

るものです。System Model H2のような高性能ハードウェアと専門的な量子アルゴリ

ズムの開発が相まって、この分野の進展を加速させています。

今後の展望

今回の成果は、量子コンピュータが複雑な分子の挙動を正確にモデル化できる可能性を

示し、新薬開発、材料設計、触媒反応研究など、多岐にわたる分野に革新をもたらすこ

とが期待されます。特に、量子コンピュータを用いたNMRシミュレーションの精度向

上は、実験データと理論計算のギャップを埋め、分子構造解析の効率と信頼性を高める

でしょう。今後、より大規模で複雑な分子システムのシミュレーションが可能になれ

ば、量子化学研究のブレークスルーが加速し、これまで未踏であった化学空間の探索が

実現するかもしれません。QuantinuumとHQS Quantum Simulationsは、引き続き協

力して、量子化学における実用的な応用範囲を拡大し、最終的には量子優位性のあるソ

リューションを提供することを目指していくと見られます。

元記事: https://www.quantinuum.com/blog/simulating-nmr-on-a-quantum-computer-a-step-

toward-practical-quantum-chemistry

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.quantinuum.com/blog/simulating-nmr-on-a-quantum-computer-a-step-toward-practical-quantum-chemistry
https://www.quantinuum.com/blog/simulating-nmr-on-a-quantum-computer-a-step-toward-practical-quantum-chemistry


#12 超伝導量子プロセッサ｜337量子ビットの並列校正

によるエラー率半減

概要

arXivに発表された論文で、大規模超伝導量子プロセッサ向けの並列校正とドリフト耐

性維持のための定量的なルールが提示されました。実験結果として、GHZ状態の忠実

度がノイズゼロ外挿後に最大89.64%に達し、繰り返しコードの多数決エラーがd=3か

らd=9で3桁以上削減されることが示されました。さらに、337個の量子ビットに対し

て自動再校正を行うことで、平均単一量子ビットエラー率が0.023から0.011へと半減

する成果が報告されています。

公開日 2026年10月09日  arXiv  不明



詳細

主要成果

arXivで公開された最新研究は、大規模超伝導量子プロセッサの効率的な運用を可能に

する、並列校正とドリフト耐性維持のための定量的なルールを確立しました。この手法

により、337個の量子ビットにおいて平均単一量子ビットエラー率が0.023から0.011

へと半減する、顕著な性能向上が実証されました。

技術・臨床詳細

並列校正とドリフト耐性: 量子プロセッサの性能を維持するためには、量子ビットの

パラメータを精密に校正し、時間とともに発生するドリフト（性能劣化）に対処する

ことが不可欠です。本研究では、多数の量子ビットを同時に、かつ独立して校正する

「並列校正」の手法と、ドリフトの影響を最小限に抑える「ドリフト耐性維持」の定

量的なルールが提示されました。

GHZ忠実度とエラー削減: 実験では、6量子ビットGHZ状態の忠実度がノイズゼロ外

挿後で最大89.64%を達成しました。また、誤り訂正符号の一種である繰り返しコー

ドにおいて、符号距離d=3からd=9に増加させることで、多数決エラー率が3桁以上

削減されることが確認されました。これは、量子ビット数のスケーリングに伴う誤り

率の課題を克服する上で重要な意味を持ちます。

自動再校正によるエラー率半減: 特に注目すべきは、337個の量子ビットを用いた実

験で、自動再校正プロセスを適用することにより、平均単一量子ビットエラー率が

0.023から0.011へと50%以上削減された点です。これは、大規模な量子システムに

おいて、運用コストを削減しつつ、高い性能を維持する実用的な道筋を示唆します。

背景・業界文脈

超伝導量子プロセッサは、そのスケーラビリティと高速なゲート操作能力から、汎用量

子コンピューティングの有望な候補とされています。しかし、多数の量子ビットを同時

に安定して動作させることは極めて困難であり、個々の量子ビットの微細なパラメータ

変動や環境ノイズによる性能劣化が課題となっていました。従来の校正手法は、量子ビ

ット数が増えるにつれて指数関数的に時間がかかり、実用的な運用を妨げていました。

効率的な校正とドリフト管理は、実用的な大規模量子コンピュータを構築するためのボ

トルネックを解消する上で不可欠です。



今後の展望

本研究で確立された定量的なルールと自動再校正技術は、将来的な大規模超伝導量子コ

ンピュータの設計と運用に大きな影響を与えるでしょう。エラー率の低減と安定性の向

上は、より複雑な量子アルゴリズムの実装を可能にし、フォールトトレラント量子コン

ピューティングの実現を加速します。この成果は、超伝導量子ビットの性能限界を押し

上げ、量子コンピューティングの実用化に向けた重要なマイルストーンとなることが期

待されます。これにより、創薬、材料科学、最適化など、様々な分野での量子応用が進

展する可能性が高まります。

元記事: https://arxiv.org/html/2610.11477v1

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2610.11477v1


#13 IBMとラトガース大学｜リアルタイム量子フィードバ

ック制御の実証

概要

ラトガース大学とIBMおよび共同研究機関の研究者チームが、量子コンピュータがリ

アルタイムで量子フィードバック制御を実行し、システムの各部を繰り返しチェックし

てリセットすることでカオス的な挙動を管理できることを実証しました。この実験

は、誤りを自己修正しながら動作するフォールトトレラント量子コンピュータの実現

に向けた大きな一歩となります。また、キュービットのチェック頻度を高めることで

無秩序から秩序が生まれるという量子挙動の予測も裏付けられました。

公開日 2026年10月09日  Rutgers  アメリカ



詳細

主要成果

ラトガース大学、IBM、および共同研究機関の研究者チームが、量子コンピュータにお

けるリアルタイム量子フィードバック制御の実行に成功した。これにより、システム内

のキュービットを繰り返しチェック・リセットし、カオス的な挙動を効果的に管理でき

ることを実証した。これは、誤り検出と修正をリアルタイムで行うフォールトトレラン

ト量子コンピュータの実現に向けた重要なマイルストーンである。

技術・臨床詳細

今回の実験では、量子システム内のキュービットの状態をリアルタイムで監視し、不安

定な状態やエラーが発生した際に即座に修正またはリセットするフィードバックループ

を実装した。研究チームは、キュービットのチェック頻度を体系的に増加させること

で、これまで予測されていた「無秩序から秩序が生まれる」量子挙動、すなわち量子シ

ステムがより安定した予測可能な状態へと収束する現象を実験的に確認した。このリア

ルタイム制御機構は、量子ビットのデコヒーレンスや量子ゲート操作中のエラーを能動

的に抑制し、計算の信頼性を向上させる基盤となる。この手法は、物理的なキュービッ

トに発生するノイズを検出し、論理キュービットの安定性を保つ上で不可欠な技術であ

る。

背景・業界文脈

量子コンピュータの最大の課題の一つは、量子ビットが環境ノイズに非常に敏感である

ことによる「誤り」の発生である。大規模で有用な量子コンピュータを構築するために

は、これらの誤りをリアルタイムで検出し、修正する能力、すなわちフォールトトレラ

ント性が不可欠である。従来の誤り訂正技術は、計算を停止させたり、大量の冗長な物

理キュービットを必要としたりする課題があった。今回のリアルタイムフィードバック

制御は、量子エラーをその場で管理し、システムの安定性と信頼性を飛躍的に高める可

能性を秘めており、フォールトトレラント量子コンピュータ開発における長年の障壁を

打ち破るものとして注目される。



今後の展望

このリアルタイム量子フィードバック制御の成功は、フォールトトレラント量子コンピ

ュータの開発を大幅に加速させる。将来的には、より大規模で複雑な量子アルゴリズム

を、高い信頼性で実行できるようになることが期待される。また、この技術は、量子情

報処理の基礎的な理解を深めるだけでなく、量子センサーや量子通信システムなど、他

の量子技術への応用も視野に入れている。このブレークスルーは、量子コンピュータが

実用的な計算能力を発揮するための重要な要素技術であり、産業界や研究機関からの関

心も高まるだろう。

元記事: https://www.rutgers.edu/news/scientists-move-step-toward-quantum-computers-can-

correct-their-own-mistakes

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.rutgers.edu/news/scientists-move-step-toward-quantum-computers-can-correct-their-own-mistakes
https://www.rutgers.edu/news/scientists-move-step-toward-quantum-computers-can-correct-their-own-mistakes

